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内 容 梗 概

電源開発株式会社御†こよ衣発電所に納入した相分離形密閉母線は定格電圧16.5kV,定楕電流5,000A,短時問

電流50kAの人容量L竃】~--.であるほれ 地~F発電所内の発電機と,約350111隔てた地_1二の主変圧 間を接続する

1,2号機の全長720nlに及ぶ艮租離のものであf),さらにその途中約220mは22･5度の傾斜をもったトン

ネル内を通す特異性をもったものであるり したがってこの傾斜部に設置されるは線の温度上昇については特に

十分な検討と設計がなされ,その確認のため丁場モデル試験が行なわれた｡

するが,柏分離形密閉皿瀾の場合はメタルシースの電磁 へい効黒

1.緒 言

発電機器の単位容量の増大に伴い,その脱落か系統に与える影響

も大きい｡したがって主回路母線装置も電気的および機械的いずれ

にも信頼度が高く,しかも保守点検の簡易な相分離形密閉母線の採

用が顕著である｡

御母衣発電所に納入した相分離形密閉母線は,地下発電所内の発

電機と約350m隔てた地上の主変圧器間を接続する王国路′-ミュ線で

1,2妄ゴー機の全長720111に及ぶ長距離のもので,その途中約220m

は22.5度の傾斜をもったトンネル内i･こ設田透れる特異性をもつもの

である(,本母線の 作にあたっては重要母線であるほかに,長い憤

斜配匿という特殊な設置条件があるため,特に卜記の諸点i･こ設計の

重点が払わjlたしノ

(1)長い傾斜配置の柑線の温度上昇分イ1iについて十分な検討を

行ない,設計予定値の確認のために,実､｣■人および縮′J､モデルを

用いて工場モデル試験を行なったし.

(2)ユニット母線問の可とう接続部は通電容量を増L.,また保

守点検を簡略化するため片側を熔接構造とした..

(3)設備 するために,トンネル内設繹部分については

ユニットの母線長を運搬,搬入,据付上許される最大長とした

本母線は工場における商用周波および衝 彼の絶縁.試験,各部の

流強度試験などに合格し,また現地据付完了後の実負荷温度上

果も,亡場における設計予定値,モデル試験の湿度上昇

分布とよく一致し, 部斜傾地 のはか発電末 室,地上屋外部全般に

わたって許容温度上昇限度以ドであることを示した｡

以7■,本母線の内容について紹介する.-

2.構造の大要

一般に相分離形密閉母線は主とLて大電流,人容量の用線に用い

られる｡その構造はがい~千で支持された裸母線を各和別に独よした

非矧生シース内に収め,このシースは運搬,据付けを容易にするた

め三相一括のベース上に組み立てられている｡付線用導体は放熱効

果と耐電流強度を増すためにチャンネル形に成形Lた電気銅を使用

し,その支持方法はルーズホールド式とし,熱膨脹,収縮による母

線の伸縮が支持がい子に応力を与えることのない構造にしてある〔.

またユニット間接続部には可とう性接続導体を使用して,母線の伸

縮と据付誤差を吸収するようになっている｡

短絡事故時の同線相互間には短絡 流による墟入な電磁力が作用

するため,母線およびその支持がい了･は大きな機械的強度を必項と
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によって,その作用力を人きく弱めうるので,シースなしの場合に

比べり=線および支持がい子の鹸度軽減を計ることができるとともに

･好全感度をl→分にとることができる｡またこの電磁遮へい効果はシ

ース材料の比抵抗の小さいほど有効であるので,シース材としては

アルミ板を供用している.⊃ このアル シースは11動熔接機により熔
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第1表 御母衣発′産所柄密閉母線の仕様

回 路 寵 臣

定 格 電 流

周 波 数

衝撃波耐電圧

商用周汲耐電圧

(kV)

(A)

(c/s)

(kV)

(kV)1分間

短時間電流

母線の温度上昇限度

長さ(m)‡
全

卜設

ネネン
ソ
匠

､､､-

長
匠

設内
部斜使内

16

≡ノゝ

[iF†呵

昧
｣
.
財

第5号

田 で線 罠

第6園 長い傾斜配置母線の温度分布曲線

接成形され,その表面は化学処理を行なったうえで塗装を施してい

る｡

弟1図は御母衣発 所における地下発電機室内の設置状況,弟2

図は地上屋外の変圧器への立上り部を示す写真であって,舞3図は

ユニットの内部を示したものである｡

3.本母線の仕様と諸要点

(1)仕 様

本密閉母線の仕様は第1表に示すとおりである｡

(2)配

屋内部の大部分は傾斜付トンネル内設置であって,約220111が

22.5度の憤斜で設置される｡第4図は全体の概略配置図,弟5図

ほトンネル内に相対して据え付けられた1,2号機母線の現地写

真である｡

(3)構造上の要ノ､fよ

本殿線装饉ほ長距 であるため,通電容量を増すほかに現地据

什_1二事を容易とL運転中の保′も 点検を省略できるようユニット

閃母線接続部の可とう導体は什側を直接母線導体に熔接し,ボル

ト接続ほ他端の克として接続箇所を半減した｡また母線ユニット

の長さは運搬,搬入,掘什上許される最ノこ長を採用した｡.

4.温 度 上 昇

伍斜配樟雁慄削線の温度上昇は 水､閥己程の場合と異なF),シ′-

スJノ摘;の空気の対流によって傾斜の上部と下部i･こほ温度差を件ず

る.しかしその温度分布ほ一様な温度こう配をもつものでなく,葬

る図のように指数関数の形をとることが熱力学の解析よ【･)得られ

る｡すなわち,小央部とド端の閃では次式の形をとるものと考えら

れる｡

〝.～･=/ノ(J-〃(1-e~α∫)

｣ ｣ も■′､_ 〃.′､:図示∬点の温度上知値

〃｡:母線下端における温度卜昇他

〟:無限長母線におしナる収れん伯と下端との温度差

√r:付線の形状および傾斜角により定まる定数

また熱の平衡上 申央部より上部では,1こ部とほぼ対称形となるも

のと考察されるノ

なお同じ母線についてほ配置に関係なく,その損失熱量は一定で

あることおよび母線中央部では傾斜による下部からの熱の対 移動

と,上部への移動とが等しくなるため,熱の移行のない水平配置の

場合と同じ状態となることなどから,傾斜配置の場合も母線中央の

温度上好は水平配置の場合と人差ないといえる｡

これらの点について弟7図に示す実寸大の比較的長さの短かい供

試品で実験した結果,弟8図のように傾斜配置母線の中央部は水平

配置の場合の温度上昇と等い､ことを確認L,あわせて前式の定数

什の値を得た｡

しかしこの実験でほ母線サイズに比べ長さが短いため,上下端の
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第7図 モデル試験の状況

母線長(爪J

須8図 尖､j▲人モデルの氾度分布やl

端末効果が麒署で】j盲J述第る図のように指数関数伽こ小火;■肛が一定備

に収れんする長い廿線の混度分和の岨兄を確認するには不仁分であ

った｡〕このたげ)第9図に示すような約1/1()サイズの長い縮小ヰデ

ルによって,その阻度力布を測定した｡その系.■i.黒は舞10図にホさ

れるように, い仕組の混度分イIiはほほ舞d図推瓜1い鮎汀二等い､こ

とを碓.認した｡

以上の椚斬と,その封川-と■なる種々のモデノL梁験に｣.にづいて,

御付衣発′長所に納入する艮距離似斜醐'亡密l卿り戯の机度上昇分イ眩

節朝し,合理的なぷ計とすることができた｡

現地における本悶線の尖n荷渥度ヒ舛試験の結果は舞11図に示

すとおりである｡油ノL一邑′巨E流は発電機の定職電滴である4,370Aであ

り,また密閉り線の据え付けてあるトンネルリ≠二約2･5mの凪が吹

いていたため,限度上野値は小さくなっているこ)これを無風状態に

おける通電電髄5,000Aの場合宣換算すると弟】1図に点線で示し

た換算値となり,許容限度軸こ収まって合格したr)

ただ上･下端の端末効果が予定値より小さくでたが,それほ柑線

の傾斜部分の上･下端iこ,それぞれ水平部分が接崩されていて,温

度が平均化されたためと推察される｡

17

∵
隼
→
け
M

第9図 縮小モデル試験の状況
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5.緯 言

以上御り衣発′[E所納刷分離形脾閉付線の特殊性を要点として鵬

造,温度上昇の問題などについて述べたが,今後火九水力発電所

をl廿わず沖瀾Jこヨ=線の採用される傾向はますます顕割こなるものと思

われる｡

終りに発電所

上舛.試験にご

設途中の貴重な時間をさいて,現地における温度

助いただいた,電源開発株式会社御は衣発電所のカ

々に対し深くお礼を申しあげる次第である｡




